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調査研究協力者会議における議論の最終取りまとめ 

～保育士のキャリアパスに係る研修体系等の構築について～ 

 

平 成 2 8 年 1 2 月 1 9 日 

保育士のキャリアパスに係る研修体系 

等の構築に関する調査研究協力者会議 
 

はじめに 

 

○ 保育士は、子どもの保育や家庭での子育ての支援等に関する専門職として、保

育所における中核的な役割を担うことが制度的に認められており、的確な子ども

の理解、専門的知識・技術の向上や倫理観に裏付けられた判断・対応が求められ

ている。 

 

○ 近年、子どもや子育てを取り巻く環境が変化し、保育所に求められる役割も多

様化・複雑化する中で、保育士には、より高度な専門性が求められるようになっ

ており、日々の保育士としての業務に加え、各種の研修機会の充実によって、そ

の専門性を向上させていくことが重要となっている。 

 

○ 現在、保育現場においては、園長、主任保育士の下で、初任後から中堅までの

職員が、多様な課題への対応や、若手の指導等を行うリーダー的な役割を与えら

れて職務にあたっており、こうした職務内容1に応じた専門性の向上を図るための

研修機会の充実が特に重要な課題となっている。 

 

○ 以上のような状況を踏まえ、本協力者会議では、初任後から中堅までの保育士

を対象とした地方公共団体や保育団体が実施する研修について、保育現場で必要

な専門性や研修事例等を踏まえつつ、保育士のキャリアパスを見据えて、リーダ

ー的な役割を求められる職員への研修として体系化する方向での議論を行い、以

下のとおり、取りまとめを行った。 

 

１．研修分野・時間数 

 

○ 現在、保育現場において専門的な対応が求められている分野としては、「乳児

保育2」、「幼児教育3」、「障害児保育」、「食育・アレルギー対応」、「保健

衛生・安全対策」及び「保護者支援・子育て支援」の６分野が考えられ、これら

の分野におけるリーダー的職員の育成のための研修が必要となっている。 

                                            
1  社会福祉法人日本保育協会の「保育士のキャリアパスに関する調査研究報告書」（平成 26 年度）において、保育士の知識・

技能について、「①できない」「②教えてもらってできる」「③自分の力でできる」「④他の保育士を指導できる」「⑤保育士の

集団や組織、園全体をリードできる」という５段階に分類するものがあるが、本協力者会議では、園内研修や初任者研修によ

り①②の技能を習得した後の、③④の段階にスキルアップする保育士を対象とした研修について検討を行った。   
2 主に０歳から３歳未満児向けの保育内容を念頭に置いたもの。 
3 主に３歳以上児向けの保育内容を念頭に置いたもの。 
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○ また、リーダー的職員としての一定の経験を経て、主任保育士の下でミドルリ

ーダーの役割を担う立場の保育士に対しては、マネジメントやリーダーシップに

関する研修が必要である。 

 

○ このほか、専門的な分野別の研修とは別に、保育所における実習経験の少ない

保育士試験合格者や潜在保育士が受講できるような「保育実践」の研修を設ける

ことも考えられる。 

 

○ 研修の時間数については、現在、都道府県で実施されている中堅保育士に対す

る研修の時間数等を踏まえると、上記８分野それぞれ１５時間程度（２日～３日

程度）を目安とすることが適当である。 

 

○ 上記の各分野における研修を「保育士キャリアアップ研修（仮称）」として、

保育士の研修体系に位置付けていくことで、保育士の研修機会と研修内容の充実

を図ることが適当である。具体的な研修内容としては、別紙「分野別リーダー研

修の内容（案）」が考えられる。 

 

２．研修の実施方法 

 

○ 研修の実施にあたっては、講義形式のほか、演習やグループ討議等を組み合わ

せることにより、より円滑かつ主体的に受講者が知識や技能を修得できる。効果

的な演習やグループ討議を行うため、各園の創意工夫や課題を持ち寄って、自園

の保育内容と関連付けた研修内容とすること等が考えられる。 

 

○ 研修を段階化し、標準的な内容の研修のほか、より高度な内容の研修を設ける

ことも考えられる。 

 

３．研修修了要件 

 

○ 研修について、どのようなものをねらいとして実施するかということが重要で

ある。各分野とも「自分の力でできる」又は「他の保育士等を指導できる」とい

う知識・技能や判断・対応する力を身に付けられるようにすることを目指すべき

である。 

 

○ 受講者の理解度を確認するため、研修の受講後に、別紙「分野別リーダー研修

の内容」の各分野の「ねらい」に記載する内容について、どのように理解し、今

後、どのように保育現場で実践していくかをレポートとして提出させること等に

より、研修内容を着実に身に付けられるような工夫をすることも考えられる。な

お、このレポートについては、研修の学びを職場で共有するために、研修修了者

の手元にも残すようにすることが望ましい。 
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４．研修修了の情報管理 

 

○ 研修を実施した後、研修を修了した者に対し、修了証を発行するとともに、修

了したことを記録し、管理する仕組みとすることで、身に付けた知識・技能を積

み上げていき、保育士のキャリアを客観的に評価できるようにすることが重要で

ある。 

 

○ 研修修了者の情報について、今後、キャリアアップの仕組みにつなげていくこ

とも見据え、個人情報の取扱い等に留意の上、情報管理の一元化について検討を

行うことが必要である。 

 

○ 研修修了者のモチベーションの向上やリーダーシップの発揮につなげていく

ため、研修履歴の可視化を行うことも考えられる。（例：共通のハンドブック形

式） 

 

５．実施主体 

 

○ 実施主体については、広域的に実施する必要があるため、原則、都道府県とす

ることが適当と考えられる。 

 

○ 多くの受講ニーズに対応するためには、都道府県が適当と認める団体に委託す

る方法のほか、保育団体や保育士養成施設、市区町村が実施する研修を都道府県

が指定する方法等も考えられる。 

 

○ 都道府県が委託又は指定を行う場合、実施機関によりばらつきが出ないよう、

国がガイドライン等を定め、必要な内容や時間数を満たしていることや適切に研

修修了の評価を行うことを条件とするとともに、当分の間、これまでの研修の実

績等を踏まえ、研修の実施機関を保育団体や保育士養成施設、市区町村に限定す

ることも考えられる。 

 

○ 既存の研修等についても、国が定めるガイドライン等に合致する場合、都道府

県が委託又は指定を行うことにより、活用する必要がある。 

 

６．研修機会の保障 

 

○ 「保育士キャリアアップ研修（仮称）」の創設にあたっては、研修機会を保障

するため、必要な環境整備を行う必要がある。 

 

○ 国や都道府県がキャリアアップ研修について周知を行い、受講を促すことも重

要である。多様な実施主体を認める場合には、研修情報を一覧できるような情報
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提供を行う取組も求められる。 

 

○ 受講者の便宜等の観点から、年に複数回、同じ内容の研修を実施することや研

修会場へのアクセスに配慮すること等も考えられる。 

 

７．その他 

 

○ 将来的には、特定の分野について、保育士のより高度な専門性が評価される仕

組み4を検討することも必要である。 

 

○ キャリアパスと研修体系の構築は、保育士が職場に定着しやすい環境整備とな

るほか、身に付けた知識・技能が評価されることにより、人材交流の活性化によ

る多様なキャリア形成や離職した後の職場復帰の促進等でも有効と考えられる。 

 

○ 今回のキャリアパスと研修体系の構築については、新たな取組であることから、

数年後に改善すべき点がないかどうか検証を行うことが必要である。その際、研

修修了後の取扱いを検討することも考えられる。 

 

○ 今回の議論は、初任後から中堅までの職員を対象としたものであることから、

今後、初任者から主任保育士、園長までの全体の研修体系の検証を行うことも考

えられる。 

 

                                            
4  社会福祉法人全国社会福祉協議会全国保育士会の「保育士のキャリアパスの構築に向けて～全国保育士会・新たな保育制度

への対応に関する検討委員会報告（第１次）～」（平成 23 年度）において、高い専門的知識・技術をもった領域別の「専門保

育士」の検討が行われている。 



 

 

 

分野別リーダー研修の内容（案） 
 

 

分野 ねらい 内容 具体的な研修内容（例） 

乳児保育 

（主に０歳から３歳 

未満児向けの保育 

内容） 

・ 乳児保育に関する

理解を深め、適切な

環境を構成し、個々

の子どもの発達の

状態に応じた保育

を行う力を養い、他

の保育士等に乳児

保育に関する適切

な助言及び指導が

できるよう、実践的

な能力を身に付け

る。 

○乳児保育の意義 

 

 

○乳児保育の環境 

 

 

 

 

○乳児への適切な関わり 

 

 

 

 

○乳児の発達に応じた保育 

内容 

 

 

 

○乳児保育の指導計画、記録 

及び評価 

 

 

・乳児保育の役割と機能 

・乳児保育の現状と課題 

 

・乳児保育における安全な環境 

・乳児保育における個々の発達を促す 

生活と遊びの環境 

・他職種との協働 

 

・乳児保育における配慮事項 

・乳児保育における保育者の関わり 

・乳児保育における生活習慣の援助や 

関わり 

 

・保育所保育指針について 

・乳児の発達と保育内容 

・１歳以上３歳未満児の発達と保育 

内容 

 

・保育課程に基づく指導計画の作成 

・観察を通しての記録及び評価 

・評価の理解及び取組 

 

幼児教育 

（主に３歳以上児向け 

の保育内容） 

・ 幼児教育に関する

理解を深め、適切な

環境を構成し、個々

の子どもの発達の

状態に応じた幼児

教育を行う力を養

い、他の保育士等に

幼児教育に関する

適切な助言及び指

導ができるよう、実

践的な能力を身に

付ける。 

 

○幼児教育の意義 

 

 

 

○幼児教育の環境 

 

 

 

 

○幼児の発達に応じた保育 

内容 

 

 

 

○幼児教育の指導計画、記録 

及び評価 

 

 

○小学校との接続 

 

 

 

 

・幼児教育の役割と機能 

・幼児教育の現状と課題 

・幼児教育と児童福祉の関連性 

 

・幼児期にふさわしい生活 

・遊びを通しての総合的な指導 

・一人一人の発達の特性に応じた指導 

・他職種との協働 

 

・保育所保育指針について 

・資質と能力を育むための保育内容 

・個々の子どもの発達の状況に応じた 

幼児教育 

 

・保育課程に基づく指導計画の作成 

・観察を通しての記録及び評価 

・評価の理解及び取組 

 

・小学校教育との接続 

・アプローチカリキュラムとスタート 

カリキュラムの理解 

・保育所児童保育要録 

 

（別紙） 



 

 

分野 ねらい 内容 具体的な研修内容（例） 

障害児保育 

・ 障害児保育に関す

る理解を深め、適切

な障害児保育を計

画し、個々の子ども

の発達の状態に応

じた障害児保育を

行う力を養い、他の

保育士等に障害児

保育に関する適切

な助言及び指導が

できるよう、実践的

な能力を身に付け

る。 

 

○障害の理解 

 

 

 

 

○障害児保育の環境 

 

 

 

 

 

 

○障害児の発達の援助 

 

○家庭及び関係機関との連携 

 

 

 

 

○障害児保育の指導計画、 

記録及び評価 

 

 

 

 

・障害のある子どもの理解 

・医療的ケア児の理解 

・合理的配慮に関する理解 

・障害児保育に関する現状と課題 

 

・障害児保育における個々の発達を促す 

生活と遊びの環境 

・障害のある子どもと保育者との関わり 

・障害のある子どもと他の子どもとの 

関わり 

・他職種との協働 

 

・障害のある子どもの発達と援助 

 

・保護者や家族に対する理解と支援 

・地域の専門機関等との連携及び個別の 

支援計画の作成 

・小学校等との連携 

 

・保育課程に基づく指導計画の作成と 

観察・記録 

・個別指導計画作成の留意点 

・障害児保育の評価 

 

食育・アレルギー 

対応 

・ 食育に関する理解

を深め、適切に食育

計画の作成と活用

ができる力を養う。 

 

・ アレルギー対応に

関する理解を深め、

適切にアレルギー

対応を行うことが

できる力を養う。 

 

・ 他の保育士等に食

育・アレルギー対応

に関する適切な助

言及び指導ができ

るよう、実践的な能

力を身に付ける。 

 

○栄養に関する基礎知識 

 

 

 

 

○食育計画の作成と活用 

 

 

 

 

 

○アレルギー疾患の理解 

 

 

○保育所における食事の提供 

ガイドライン 

 

 

○保育所におけるアレルギー 

対応ガイドライン 

 

・栄養の基本的概念と栄養素の種類と 

機能 

・食事摂取基準と献立作成・調理の基本 

・衛生管理の理解と対応 

 

・食育の理解と計画及び評価 

・食育のための環境（他職種との協働等） 

・食生活指導及び食を通した保護者への 

支援 

・第三次食育推進基本計画 

 

・アレルギー疾患の理解 

・食物アレルギーのある子どもへの対応 

 

・保育所における食事の提供ガイドライ 

ンの理解 

・食事の提供における質の向上 

 

・保育所におけるアレルギー対応ガイド 

ラインの理解 

・エピペンの理解と対応 

 

 

 



 

 

分野 ねらい 内容 具体的な研修内容（例） 

保健衛生・安全対策 

・ 保健衛生に関する

理解を深め、適切に

保健計画の作成と

活用ができる力を

養う。 

 

・ 安全対策に関する

理解を深め、適切な

対策を講じること

ができる力を養う。 

 

・ 他の保育士等に保

健衛生・安全対策に

関する適切な助言

及び指導ができる

よう、実践的な能力

を身に付ける。 

 
○保健計画の作成と活用 

 

 

 

 

 

○事故防止及び健康安全管理 

 

 

 

 

 

 

○保育所における感染症対策 

ガイドライン 

 

 

 

○保育の場において血液を介 

して感染する病気を防止す 

るためのガイドライン 

 

 

 

○教育・保育施設等における 

事故防止及び事故発生時の 

対応のためのガイドライン 

 
 

 
・子どもの発育・発達の理解と保健計画 

の作成 

・保健活動の記録と評価 

・個別的な配慮を必要とする子どもへの 

対応（慢性疾患等） 

 

・事故防止及び健康安全管理に関する 

組織的取組 

・体調不良や傷害が発生した場合の対応 

・救急処置及び救急蘇生法の習得 

・災害への備えと危機管理 

・他職種との協働 

 

・保育所における感染症対策ガイドライ 

ンの理解 

・保育所における感染症の対策と登園時 

の対応 

 

・保育の場において血液を介して感染 

する病気を防止するためのガイドライ 

ンの理解 

・保育所における血液を介して感染する 

感染症の対策と対応 

 

・教育・保育施設等における事故防止 

及び事故発生時の対応のためのガイド 

ラインの理解 

・安全な環境づくりと安全の確認方法 

保護者支援・ 

子育て支援 

・ 保護者支援・子育

て支援に関する理

解を深め、適切な支

援を行うことがで

きる力を養い、他の

保育士等に保護者

支援・子育て支援に

関する適切な助言

及び指導ができる

よう、実践的な能力

を身に付ける。 

 

 
○保護者支援・子育て支援の 

意義 

 

 

 

○保護者に対する相談援助 

 

 

 

○地域における子育て支援 

 

 

 

○虐待予防 

 

 

○関係機関との連携、地域 

資源の活用 

 

 
・保護者支援・子育て支援の役割と機能 

・保護者支援・子育て支援の現状と課題 

・保育所の特性を活かした支援 

・保護者の養育力の向上につながる支援 

 

・保護者に対する相談援助の方法と技術 

・保護者に対する相談援助の計画、記録 

及び評価 

 

・社会資源 

・地域の子育て家庭への支援 

・保護者支援における面接技法 

 

・虐待の予防と対応等 

・虐待の事例分析 

 

・保護者支援・子育て支援における専門 

職及び関係機関との連携 

・保護者支援・子育て支援における地域 

資源の活用 

・「子どもの貧困」に関する対応 



 

 

分野 ねらい 内容 具体的な研修内容（例） 

マネジメント 

・ 主任保育士の下で

ミドルリーダーの

役割を担う立場に

求められる役割と

知識を理解し、自園

の円滑な運営と保

育の質を高めるた

めに必要なマネジ

メント・リーダーシ

ップの能力を身に

付ける。 

 

○マネジメントの理解 

 

 

 

 

 

 

○リーダーシップ 

 

 

 

○組織目標の設定 

 

 

 

○人材育成 

 

 

 

○働きやすい環境づくり 

 

 

・組織マネジメントの理解 

・保育所におけるマネジメントの現状と 

課題 

・関係法令、制度及び保育指針等につい 

ての理解 

・他専門機関との連携・協働 

 

・保育所におけるリーダーシップの理解 

・職員への助言・指導 

・他職種との協働 

 

・組織における課題の抽出及び解決策の 

検討 

・組織目標の設定と進捗管理 

 

・職員の資質向上 

・施設内研修の考え方と実践 

・保育実習への対応 

 

・雇用管理 

・ＩＣＴの活用 

・職員のメンタルヘルス対策 

 

 

 

分野 ねらい 内容 具体的な研修内容（例） 

保育実践 

・ 子どもに対する理

解を深め、保育者が

主体的に様々な遊

びと環境を通じた

保育の展開を行う

ために必要な能力

を身に付ける。 

 

 

○保育における環境構成 

 

 

○子どもとの関わり方 

 

 

○身体を使った遊び 

 

 

○言葉・音楽を使った遊び 

 

 

○物を使った遊び 

 

 

・子どもの感性を養うための環境構成と

保育の展開 

 

・子どもの発達に応じた援助方法に関す 

る実践方法 

 

・身体を使った遊びに関する実践方法 

 

 

・言葉・音楽を使った遊びに関する実践 

方法 

 

・物を使った遊びに関する実践方法 

 

 

 ※「具体的な研修内容（例）」については、「内容」欄の研修事項として考えられる具体的な例であり、研修事項に即し 

た内容であれば、これに限定されるものではない。 



調査研究協力会議における議論の経過 

 

 

 第１回（平成２８年１０月１１日） 

（１）調査研究事業の進め方について 

（２）先行研究・先行事例について 

（３）保育士のキャリアパスの構築に係る研修体系について 

（４）その他 

 

 第２回（平成２８年１０月３１日） 

（１）地方公共団体及び保育団体における事例の調査結果について 

（２）分野別研修について 

（３）その他 

 

 第３回（平成２８年１１月２４日） 

（１）分野別研修の内容について 

（２）研修の実施体制について 

・横浜市からのヒアリング 

・研修の実施主体・実施方法等 

（３）その他 

 

 第４回（平成２８年１２月１９日） 

（１）調査研究協力者会議における議論の最終取りまとめ（案）について 

（２）その他 

 

  

（参考） 



保育士のキャリアパスに係る研修体系等の構築に関する調査研究協力者会議 

構成員名簿 

 

 

○ 秋田 喜代美   東京大学大学院教授 

 

小島 伸也    全国社会福祉協議会全国保育協議会副会長、 

認定こども園はりはら保育園園長 

 

小林 澄子    群馬県総合教育センター幼児教育センター長 

 

清水 益治    帝塚山大学教授 

 

那須 信樹    東京家政大学教授 

 

西村 重稀    日本保育協会理事、仁愛大学名誉教授 

 

平野 弘和    全国私立保育園連盟常務理事、岩根保育園園長 

 

正垣 豊治    奈良県健康福祉部こども・女性局子育て支援課長 

 

 

○：座長                 （五十音順、敬称略） 
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